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筑後信用金庫（理事長 江口 和規）と久留米工業大学（学長 今泉 勝巳）は、平成 30年

8月 17日（金）、子供たちの「お金」と「ものづくり」をテーマに体験ラリーを開催しました。

これは、久留米商工会議所街元気プロジェクトが主催する「くるめまちゼミ Kids」に参画した

もので、お金の大切さや金融機関の役割などを学ぶとともに、科学・工学的なモノづくり体験が

できるゼミナールをコラボ開催したものです。当日は、約７０名の小学生の親子様に参加いただ

き、金融機関の仕事の一部や、3Dプリンターとマシンニングセンタを使ったモノづくりを体験

していただくことで、経済観念や金銭感覚を身に付けるとともに、「実践的なものづくり能力」

の習得や知的好奇心の発掘につなげてほしいとの想いから取り組みました。子供たちは、「お金

の大切さがわかった」、「お金の数え方や 3D コマの作り方が難しかった」など、「金融」や「工

学」に関心を持った様子でした。筑後信用金庫と久留米工業大学は、両者の知見を活かした子供

たちの育成事業を「子供たちの目線でわかりやすく！そして、楽しく！」今後も実施して参りま

す。 

筑後信用金庫・久留米工業大学 PRESENTS 

「学ぶ！Kids Money！遊ぶ！3Dプリンターでコマ対戦！」 

第５回くるめまちゼミ Kids を開催しました！ 

 

【ゼミの概要】まずは、お金のはたらきや金

融機関の役割等のスクール形式の金融教育。

子供たちは、疑似通貨による「おこづかい」

を使用し、限られた予算の中で消費する工夫

や、おつりの計算等消費行動の疑似体験をし

ながら、お金や工学にまつわる 7 つのブー

スを回遊する体験ラリーに挑戦。各ブースの

体験でゲットした 3D プリンターコマのパ

ーツを組み立て、オリジナル「コマ対戦」で

は真剣に、でも笑顔で楽しんでいました。 

 

 

 

 

 

  


